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1．研究目的 
本プロジェクトの目的は、初期発生過程に
おいて、各々の割球がどの組織を作る細胞に
なるのか（すなわち、発生運命の決定機構）
を解明することがであった。我々はモデル動
物として原索動物であるホヤを取り上げ（図
1）、その胚発生の単純さを利用し発生運命決
定機構を実験発生学的及び分子生物学的に
解明してきた。 
 

 
図 1 ホヤの卵と発生 35時間後のオタマジャクシ幼生 
 

2．研究成果概要 
2.1 母性 mRNAの cDNAプロジェクト 
まず、母性 mRNAを用いた cDNAプロジ
ェクトを実行し、データベースとして公開し
た(MAGEST database:  
http://www.genome.ad.jp/magest/)（図 2）。す
なわち、卵に存在するほぼ全メッセージに対
応する数のクローン（3万 2千クローン、約
8千種類）について、ESTを作成するととも
に、約 3000クローンについてその局在／発
現パターンを記載し、データベースを構築し、
公開した。 

 
図 2 MAGEST データーベースのトップページ 
 

2.2 筋肉決定因子の同定 
100年以来その存在が予測されていた筋肉
決定因子の遺伝子を同定し、macho-1と名づ
けた（図 3）。macho-1は筋肉形成部位の卵細
胞質に局在する母性 mRNA をコードしてお
り、筋肉で働く様々な遺伝子のスイッチをオ
ンにするための転写因子を作り出すことが
わかった。 
 

 
図 3 筋肉決定因子 macho-1 mRNAの卵と 8細胞期胚
における局在 
 

2.3 RNA局在化のしくみ 
cDNA プロジェクトからわかったように、
ホヤでは卵細胞や胚の中で多種類の RNAが
局在しているので、いかにしてこれらの
RNA が局在化されるのかをさぐった。後極
に局在を示す母性 mRNAの 3’UTRを解析
し、局在のために必要な核酸配列を同定した。
また、その局在を引き起こすのに働く RNA
結合蛋白質の候補をいくつかクローニング
した。 

2.4 卵割パターンの制御 
また、卵内で局在している因子を各割球に
正確に分配していくためには、卵割パターン
の制御が重要であると考えられる。ホヤ胚の
後極では不等細胞分裂が繰り返されるが、そ
れを引き起こす特殊な細胞内構造として
CAB (Centrosome-attracting Body)を同定した
（図 4）。 
 



 
図 4 不等細胞分裂が起こるしくみ 
 

2.5 脊索誘導と間充織誘導 
ホヤ胚では、胚誘導が非常に早い時期に少
数の細胞間で起こる。32 細胞期に起こる脊
索誘導と間充織誘導を解析することにより、
Directed Signaling and Asymmetric Division 
モデル（図 5）を提唱し、少数の細胞で構成
されるタイプの胚発生における細胞間相互
作用のあり方に関して、理解の進展をもたら
した。 
 

 
図 5 Directed Signaling and Asymmetric Division モデ
ルの概念図 
 

3．結論 
これらの成果は、胚発生のあり方の解明に
進歩をもたらし、我々を含む脊椎動物の発生
の理解にも大きく貢献できると考えられる。 
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